
新潟県出土の中世和鏡

はじめに
　和鏡の研究は、主に伝世品を中心に美術的観点から進められてき
ており、出土和鏡の研究は多くはない。また出土和鏡研究も平安～
鎌倉時代の経塚出土鏡の研究が中心であり、それ以降の時代の研究
は十分行われていない。そのような状況の中で國學院大學により、
全国出土中世和鏡の集成が行われた（内川編 2018、鳥越 2021）。
しかしながら、新潟県内の資料に関しては、若干の遺漏が認められ
る。また基礎資料の集成を目的としているため、詳細な検討が十分
行われていない。そこで、本研究では県内出土中世和鏡の集成を行
い、鏡の年代観を中心に分析を進める。
　県内出土中世和鏡を外観すると、平安後期～鎌倉時代の経塚や祭
祀に伴う資料が多く、それ以降の資料は減少する。これは、経塚の
造営が減少し、社寺への奉納へと祭祀形態が変化するためであると
考えられる。
　紀年銘が判明する資料は、菖蒲塚古墳経塚 (新潟市・嘉応 2年
(1170）)、三諦寺経塚（柏崎市・建仁 3年 (1203）)、加茂青海神社
経塚（加茂市・治承 2年（1178）、天神山姫塚経塚、（糸魚川市・仁
安 2年 (1167)、華報寺墓跡（阿賀野市・徳治 3年（1308）、大御堂
経塚（魚沼市・仁安 2年）で確認できる。ただし、いずれも経筒へ
の刻銘のため鏡の年代を示すとは限らず、鏡自体の年代の検討が必
要である。西松ノ木和鏡出土地（上越市）では「池上大明神　弘安
元年十一月廿三日」の針書がある鏡が出土している。形態や文様構
成から当該年頃の制作と考えて問題ない。
　県内の主要な出土例を概観すると、中正善寺経塚（上越市）では、
5号経塚から珠洲焼、菊花散双鶴鏡が出土している。戸根与八郎
（2003）は、鏡の年代を縁幅から 12世紀後半～ 13世紀前半として
いる。しかしながら、鈕は亀鈕であり、亀鈕の出現は鎌倉時代以降
である。また本鏡は亀鈕と双鶴が接吻するが、これは 15世紀中頃
～後半頃の出現とされる。そのため本鏡は、これ以降の作である。
また共伴した珠洲焼は、V期（14世紀末～ 15世紀前半）に位置付
けられる。そのため鏡と珠洲焼の年代観に齟齬はなく同時代のもの
と考えるのが妥当である。
　北塚（上越市）では、和鏡が 3箇所からまとまって出土している。
塚は版築や和鏡の出土状況から 3段階の造成が考えられている（平
野 1975）。しかし、戸根（2003）は、和鏡、伏鉦の出土状況から 3
段階の造営を考えることはできないとする。鏡の構成を確認すると、
14世紀の鏡も含まれるが、15世紀後半～ 16世紀の鏡も複数含まれ
る。和鏡の全体的な構成は、社寺伝世品によく見られる構成のため、
社寺伝世品を短期間に埋納した可能性も考えられる。鏡の年代から
16世紀が造営の下限であろう。
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図 1　新潟県の中世和鏡出土地　地理院地図陰影起伏図に加筆して作成
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表 1　新潟県の中世和鏡出土一覧　内川編 2018 に加筆して作成
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